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研究テーマ

　高等植物の形態形成機構（胚発生、花成誘導・花芽形成、

不定芽形成等）、植物の生物時計、分化全能性の分子機構、

遺伝子組換え植物の環境影響・安全性

研究概要

　植物は地面に根を下ろして生活しているため、周囲の

環境が悪くなっても動物のように自ら良い環境の場所へ

と移動することができません。このため、植物は環境の

変化に応じてたくさんの遺伝子を複雑に使い分け、周囲

の環境の変化に対応してその形や働き（機能）を変化さ

せます。そこで、私達の研究室（植物発生生理学研究室）

では、環境変化の影響を受けやすい代表例として花芽形

成（光周性花成誘導）の仕組みを研究するとともに、環

境の変化を受け難い代表例として種子（特に種子の中の

胚）ができ

あがる仕組み

を研究してい

ます。このよ

うな反応は形

態形成と呼ば

れており、形

や機能の変化

を引き起こす

遺伝子に関す

る研究ばかり

でなく、環境

の変化を感じ

取る仕組みや

形態形成を引

き起こすため

に必要不可欠

な植物ホルモ

ンについても

研究していま

す。

　植物の胚発生は種子内の非常に限られた部域（胚珠内）

で進行するため、解析が極めて困難で、その分子機構は

ほとんど解明されていません。一方、植物細胞は、葉、

茎、根等の特定の器官・組織へと分化した後でも、適切

な処理を行うと、種子内での胚発生と同じ形態変化を経

て植物個体が再生します。この現象は不定胚形成と呼ば

れ、種子胚発生のモデル系として広く解析に利用されて

います。また、この現象は、一度特定の機能を持つよう

に分化した細胞であっても全ての細胞・組織・器官へと

分化する能力を保持していることを示しており、分化全

能性と呼ばれています。私達の研究室では、この不定胚

形成系を用い、胚発生に関わる様々な生理現象の解明、

胚発生の分子機構の解明を進めながら、分化全能性の仕

組みを探っています。

　四季のはっきりしている日本のような地域では、多

くの植物は１年の中で特定の季節になると花を咲かせま

す。植物が季節を感じる際には、温度の変化を感じ取る

場合と昼夜の長さ（日長）の変化（実際には夜の長さ）

を感じ取る場合があります。日長によって花芽が形成さ

れる現象は光周性花成誘導と呼ばれ、光周期の感受、生

物時計による暗期長の計測、環境刺激の情報伝達、花成

ホルモンの合成を行う過程と考えられていますが、その

機構はほとんど解明されていません。私達の研究室では、

光周性花成誘導のモデル植物であるアサガオ（品種、紫）

と植物分子生物学のモデル植物であるシロイヌナズナを

用い、生理学的手法、分子生物学的手法、遺伝学的手法

などを駆使しながら、光周性花成誘導の分子機構や生物

時計の解析等を進めています。

　私達の研究室では、植物の形態形成に関する研究

を行うため、植物の形質転換（遺伝子組換え）実験を

数多く行っており、植物細胞の形質転換に必要不可欠

なAgrobacterium tumefaciens （根頭癌腫病菌）とA. 
rhizogenes（毛根病菌）についてさまざまな解析を進め

てきました。また、毛根病菌を用い、さまざまな植物で

毛状根（形質転換器官：不定根の一種）を作成し、その

特性解析や形態分化と機能分化の相関に関する研究など

を進めてきました。遺伝子組換え植物を用いる実験につ

いては、まず始めに実験室内で育成し、次に、半開放系（網

室）温室での実験、さらに、模擬的環境影響試験（隔離）

圃場での栽培を実施しなければ、一般圃場での栽培はで

きないこととなっています。私達の研究室には、これら

全ての温室や圃場が整備されており、遺伝子組換え植物

の環境影響試験（モデル実験として、野生ニンジンと栽

培ニンジンを材料に、北海道のフィールド調査を進めな

がら、その生態学的特性解析、野生集団での遺伝子多様

性の解析、花粉を介した遺伝子拡散等）や遺伝子組換え

食品としての安全性に関する研究を実施しています。
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